
最高水準 吉祥寺高校部
〒180-0004  
東京都武蔵野市
吉祥寺本町1-17-11

▶吉祥寺駅［東口］から徒歩1分

042-574-1301☎
■校舎受付時間／14:00～19:00（日・祝日除く）
（開講準備室：国立大学受験部内）

ena 大学受験部の校舎情報や、チューターによる大学紹介、スタッフの
日々の呟きなどを掲載しています。ぜひご覧ください。

大学受験部ブログ

http://www.ena.co.jp/ena-a6/

携帯電話からでも
アクセスできます。
※パソコン・スマートフォン
　のみ対応のページです。
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第一志望校合格のその先へ
現在進行中の教育改革において、これからの時代に求められるものは、

従来の知識・技能の習得だけでなく、自ら学び、自ら考え、発信する力と、

主体性を持って多様な人 と々協働して学ぶ態度であるとされています。

東京大学はその使命として、「自ら考え、行動できる人材の育成」を掲げ、期待する学生

像を「自ら主体的に学ぶ意志を持った学生」としています。 京都大学は、「対話を根幹と

した自学自習」、一橋大学は「世界への知的、実践的な貢献」、東京工業大学は「確かな

専門力、豊かな教養力、柔軟なコミュニケーション力」を理念の一端に記しています。

これらすべての根底にあるのは、子どもたちの真の「生きる力」を育むことです。

ena最高水準では、東大をはじめとする最難関国立大に向けて指導をするとともに、

これまでと変わらず、生徒一人ひとりを「師近距離」で支え、

その大いなる可能性を見いだし、伸ばすという視点から、

第一志望校合格を通して、真の「生きる力」を育みます。

「enaだからこそ」の指導にご期待ください。

東大をはじめとする最難関国立大学合格のための専門校舎東大をはじめとする最難関国立大学合格のための専門校舎

大学受験部

ena最高水準は東大・京大・一橋大・東工大・国公立大医学部現役合格を目指すクラスです。
enaが卒業生を多く輩出している、都立日比谷、都立西を中心とした自校作成校と都立小石川、都立武蔵を中
心とした都立一貫校の生徒が競い合う中、最難関国立大合格実績において高校部を代表する教師が授業な
らびに受験指導を行い、合格へと導きます。

最難関国立大学の合格実績を持つ最上
位の都立高校、都立・私立一貫校の生徒
が少人数制のクラスの中で競い合う校舎
です。同じ志を持ち、ライバルとも言える生
徒とともに高い水準で切磋琢磨しながら合
格へと向かっていきます。

特長1
東大・京大・一橋大・国公立大医学部の合
格実績を国立大学受験部で作り上げてき
た大学受験に精通した講師・スタッフが、生
徒の皆さんを直接指導し、各科目の授業だ
けでなく、合格の鍵を握る添削指導や進路
指導までを行います。

特長2
最難関国立大学合格のために、基幹科目の英
語・数学・国語を早めに単元修了し、問題演習
に入るカリキュラムを採用。また確認テストから
最高水準学判、答案練習会などのテストを通
し、記述力を磨くとともに、添削指導によって答
案作成能力を段階的に身につけていきます。

特長3

東大に合格するためには

東大合格に必要な4つの柱

■東大合格最低点の推移

東大の2次試験は、難度の高い記述・論述問題です。東大合格のためには、まず共通テストで9割（110点満点に
換算して100点）を取ることが重要です。その上で2次試験において440点満点のうち250点を超えないと合格
が保証されません。（理科三類を除く）  そこでena大学受験部最高水準では目標点を３７０点に据えています。

共通テスト90％
共通テストでの9割は、基礎力を万全なものにするのと同時に、情報処理のスピードが鍵を握ります。高１段階で、数
学・英語を共通テストレベルで完成させることが必須となります。

1

確かな英語力
合格得点のシミュレーションでは、合格者データを見ると、東大文系で次のようになります。
英語 80点／120点　数学 40点／80点　国語 75点／120点　社会 75点／120点　合計点：270点／440点
2次試験での英語の目標得点率は66.7％で、数学の50％に比べて明らかに高く、英語の得点力が東大合格に必須
となることがわかります。高１から大学入試レベルの語彙力と文法力を身につけ、高2で東大の文法問題・和訳問題・
要約問題を得点源とし、高３では答案練習をしていくことが理想です。

2

数学的思考力・読解力
単に定理・公式について多くの知識を持っていることや、問題を解く技法に習熟していることとは違い、問題の本質
を数学的な考え方で把握・整理し、それらを数学の概念を用いて定式化する力が必要となります。

3

高い記述力
2次試験では、採点者に解答やそこに至る思考過程を的確に伝える日本語の運用能力・答案作成力が重要となります。授
業の中で高1から記述答案を数多く作成し、添削を受けることで段階的にその能力を高めていくことが理想となります。

4

共通テスト 2次試験

合格ライン
100/110点

合格ライン
250/440点

合格ライン

370点ena
目標点数

100点 350点 370点 550点

学部名 2016年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
文科一類 351.5 354.6 355.0 351.8 343.9 334.8

文科二類 349.1 348.5 350.6 358.1 337.6 337.9

文科三類 344.0 343.6 343.6 342.7 338.9 336.6

学部名 2016年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
理科一類 328.5 347.2 319.2 334.7 320.7 333.3

理科二類 315.0 335.4 311.0 330.4 313.0 314.2

理科三類 388.7 407.7 392.3 385.4 385.6 375.7
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最高水準 最難関国立 大合格を実現する指導方針
1
POINT

■高校生活と大学受験の両立を支援するべく、高1～高2の前期は高校の学習内容を先取りするカリキュラムを採用
し、効率よく学習を進めます。

■高1数学は高校受験生用クラスと中高一貫校生用クラスを開講し別々のカリキュラムで授業を進めるため、各生徒に
合った授業進度で学習を進めることができます。高1の冬期以降はレベル別のクラス設定にする予定です。

■英語・数学・国語の基幹科目は高2の後半からテーマ別の問題演習を行うことで2次試験に対応するための思考
力・記述力を高めます。そのためにも各教科の主要単元は高2の前半までに終了します。

■高3からは理科・社会の講座を開講し、1年間で知識の習得から難関大の問題への対応力までを効率的に身につけ
ます。

カリキュラム
最難関国立大合格を確実にするための

2
POINT

■各講座では、講義⇒問題演習⇒宿題⇒確認テストの流れで学習内容を確実に定着させ、問題への応用力を身につけ
ます。また、英単語・古文単語は指定の単語帳を1年間で1周終わらせることで読解に必要な知識を身につけます。

■高1・2は年6回の「最高水準 学力判定テスト」を実施。学習内容を踏まえたハイレベルな入試問題演習と解説授業、
答案添削指導により、自らの学習の習得状況を知り、仲間と切磋琢磨しながらレベルアップを図ります。

■高3は「東大・一橋大ゼミ」講座や特別講座である「答案練習会」を通して、各教科10年分の最難関国立大学の記述
問題演習を行い、その添削指導を行うことにより、難関国立大入試で合否の分かれ目となる記述答案作成力を高め
ます。

■学期毎に全統模試を実施し、全国レベルでの自らの立ち位置を確認します。 
なお、この模試結果により特待生も決定します。

■アクティブラーニングも採用し、仲間とともに答案を作成したり、答案作成の組
み立てを講師とやり取りすることで、自ら学習する力を育みます。

テスト・添削指導
学習内容定着と記述力を高める

3
POINT

■授業を担当し、生徒の状況を把握しているプロの専
任講師が、生徒の特性・成績や大学の特徴を踏ま
えたきめ細かな教科指導、受験指導を行い、自立し
て学習を進めるサポートを行います。

■生徒一人ひとりに専任講師が担当として就き、定
期的な生徒面談を行い、学習指針を立て、教科別
の得点戦略を立てることにより、志望校合格へと
導きます。

■授業を担当する講師が直接過去問の記述・添削指導
を行い、志望校の問題への対応力と記述答案作成力
を鍛えます。

直接指導
生徒一人ひとりを合格へと導く

最難関大合格を東大チューターを中心にサポート
enaの卒業生であり、東大を中心とした難関大に在籍する大学生が
チューターとして生徒の皆をサポート。
学習指導はもちろん、受験相談などにも幅広く対応します。

チューターの役割

質問対応・勉強チェック
勉強計画を一緒に立て、その進捗確認を行
いつつ、復習ノートをチェックします。また、
勉強中の疑問点の説明、定期テストの対策
を行います。

クラス運営サポート
模擬試験やイベント等の配布物説明、および
連絡事項の伝達や欠席した生徒へのフォ
ローを行います。

掲示物・ブログ等作成
校舎の様子や大学情報を伝えたり、成績優秀
者や季節ごとの掲示を作成したりなど、校舎
を盛り上げています。

チューターの一日
17:50

18:00

19:30

19:50

21:20

22:00

当日打ち合わせ

生徒質問対応、掲示・ブログ作成

クラスホームルーム

生徒質問対応、復習ノートチェック

クラス運営、生徒質問対応

清掃 退出

高１ 高２ 高３
前期 夏期 後期 前期 夏期 後期 前期 夏期 後期

高１英語 高２英語 東大・一橋大英語ゼミ

高 3英語

高１数学（高校受験クラス） 高２数学 東大・一橋大・東工大数学ゼミ

高１数学（中高一貫クラス） 高２難関国立大ゼミ 高 3数学

高校で扱う英文法の主要単元を全て網羅

数学ⅠＡ主要単元網羅 数学Ⅲの先取り数学ⅡＢ・数学Ｃの主要単元を修了

単元別・テーマ別の英文解釈・英作文

要約・説明・段落整序・英作文等のテストゼミ

入試総合演習（長文読解・英文法・英作文）

前期は文理合同、後期は文理別のテストゼミ

単元・テーマ別の入試問題実戦演習ⅠＡⅡＢの既習分野の入試問題演習数学Ⅱの先取りと数学ⅠＡの入試問題演習

英語

数学 東京工業大学（生命理工学院）
松本 淳弥 都立武蔵高校出身
確固たる知識と深い洞察力で生徒の
質問を即座に解決する理系チュー
ター。理系科目のことで困ったら彼に
聞いておけば間違いない。

東京大学（理科一類）
石田 紘大 筑波大学附属高校出身
細かな添削とフォローアップで数々
の生徒を東大へと導く敏腕チュー
ター。明るい人柄とその親しみやすさ
で受験生の不安を取り除いていく。

一橋大学（社会学部）
山﨑 日菜美 都立国立高校出身
高校1年生からenaに通い、積み重ね
た努力の成果を実らせた、実力派文系
チューター。生徒からのどんな相談に
も真摯に答える誠実さに定評がある。

東京大学（理科二類）
熊木 順生 都立武蔵高校出身
冷静沈着な指導により１年目にして生
徒から絶大な信頼と支持を得る。最上
位大学を目指す人は彼に相談しよう。
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講座 曜日 時間 前期内容 後期内容

東大・一橋大英語ゼミ* 月 19:50～21:20
東大・一橋大をはじめとする難関国立大から厳選した要
約・和訳・英作文等の必答問題を数多く演習し、答案作
成力を鍛えます。

東大・一橋大の高いレベルの総合問題を数多く演習し、
東大・一橋大で合格点を取るのに必要な戦略を学びます。

英語 水 18:00～19:30
入試問題から厳選した良問を素材としたテーマ別の精
読の演習と、英文法の単元別の問題演習を行い、確か
な英語力を身につけます。

国公立・早慶レベルの長文読解を中心に行い、和訳・説
明問題の記述答案作成法と、内容一致・空所補充等の
客観問題へのアプローチ法を学びます。

東大・一橋大数学ゼミ 木 18:00～19:30 厳選した良問を演習⇒解説⇒答案添削という形式で学
び、東大・一橋大・東工大レベルの入試問題に対応する
ための思考力や解答力を高めます。

前期に引き続き実戦形式での演習を行い、答案作成力
を高めます。後期は文系・理系それぞれの志望に応じた
演習を行います。東大・東工大数学ゼミ 木 18:00～19:30

理系数学Ⅲ 水 18:00～19:30
数学Ⅲを単元別に学習し、前期の間に全ての単元を学習
します。典型問題の解法から入試で差がつくレベルの問
題を扱います。

国語 金 19:50～21:20
現代文・古文について、難関国立大から厳選した読解問
題を扱うことで、精読の確認と、高いレベルの読解力を
育成します。

東大・一橋大をはじめとする難関国立大から厳選した現
代文・古文・漢文の問題を数多く演習し、総合的な答案
作成力を鍛えます。

日本史** 土 18:00～21:20
夏期前に原始・古代～安土桃山時代、夏期に江戸時代
を扱います。大学レベル毎の頻出事項をおさえながら
全範囲を完成させます。

後期は近現代を扱います。大学レベル毎の頻出事項を
おさえながら、復習として入試問題演習も交え、1 年間
で全範囲を完成させます。

世界史** 土 18:00～21:20 夏期前にヨーロッパ史、夏期にアジア史を中心に講義をし
ます。流れを正しく把握し、重要事項を確実に習得します。

後期は複雑な近現代史を講義で整理します。難関大入
試にまで必要なレベルを1 年間で完成させます。

講座 曜日 時間 前期内容 後期内容

英語 月 18:30～20:00
英文の精読演習を、文型・準動詞・関係詞といった文法
項目別に演習します。重要文法事項の確認とともに、そ
れを読解に活かしながら「正しく読む力」を身につけます。

無生物主語・名詞構文・倒置・譲歩といった難関大の和
訳で差がつくテーマの英文解釈を行うとともに、説明・
要約を中心とした難関大入試の読解メソッドも学びます。

数学ⅡＢ 金 19:50～21:20
数学ⅡＢの「指数・対数関数」・「微分・積分」・「ベクトル」・

「数列」等を単元別に扱い、全主要単元を入試レベル
で完成させます。

数学Ⅲ 金 19:50～21:20
理系の生徒を対象に数学Ⅲの各分野で難関大入試頻出
の典型問題をおさえるとともに、数Ⅲならではの考え方
をマスターします。

難関国立大数学ゼミ 土 18:30～20:00 数学ⅠＡ・ⅡＢの既習分野から厳選した国公立大の入試問題演習を行います。テスト演習⇒解説講義⇒答案添削の
流れで、難関大入試に必要不可欠な思考力・記述力を高めるテストゼミ講座です。

古文* 水 19:50～21:20 古典文法の知識を体系的に整理しながら、それを基に
した、古文の正確な解釈法・読解法を学びます。

後期には、古文常識を学びながら、難関大入試の読解
演習も行います。演習を通して、重要知識や設問別の
解法を学びます。

現代文 火 19:50～21:20
様々なテーマの入試問題演習を通して、難関大入試の
現代文に必要となる論理的な「読み方」・「解き方」の
礎を築きます。

東大・一橋大をはじめとする難関大入試から厳選した
問題を演習し、記述答案作成のプロセスと得点の取れ
る書き方を学びます。

講座案内

講座案内

* 本年度は国立校での開催となります。
** 国立校での開催となります。映像授業を配信しますので 1週間以内のお好きな曜日に視聴することができます。 *国立校での授業をオンラインにてライブ配信しますので、自宅で受講していただくことができます。

高 3 コース 最難関大合格に必要な
「思考力」と「論述力」を鍛える

　理科・社会は「映像授業」による全単元の網羅と、
「スモールゼミ」にて疑問点の解消及び記述添削
指導を行い、現役生が後手になりがちな理科・社会
についても知識の習得から難関大レベルにおいて
点数を取り切れるようになるところまで指導します。

1 2英語・数学の
実戦演習量の確保

理科・社会をW学習システムで
1年で完成させる

　現役生が難関大に合格するためには、基礎を定着させた上で実
戦演習を行い、単元・テーマ別に学習しているだけでは見つけられ
ない弱点を確認し、得点力アップを図ることが必要です。ena最高
水準では高2のうちから単元・テーマ別の学習を進めているので、
実戦演習の比重を多くとり、難関大レベルの問題を記述添削も取
り入れて行うことで、難関大合格へと導きます。

高 2 コース 英語・数学・国語を完成させ、
2次レベルへ

3 模擬試験・テスト演習による 
得点力アップ

　全国規模で実施される公開模試や最高水準学力判定テストを活用
しながら現状を把握していきます。各模試について事前に目標を定
め、結果に関しても面談を実施しながらフォローアップしていきます。

1 英語・数学・国語を
高 2 で難関大合格レベルへ

　ena最高水準では、基幹科目である英語・数学・国語の共通テスト
に出題される範囲を、英語・国語（古文）は高1のうちに、数学は高2の
夏までにすべて網羅するカリキュラムとなっています。高3時に高い
レベルでの入試問題演習を行えるように、高2の後期からテーマ別
の演習と入試問題演習を行い、「思考力」「記述力」を養います。

2 問題演習を通した
記述力の強化

　難関大合格のためには、早いうちから2次試験に向けた準
備をすることが一番の近道です。高2のうちから、授業で単
元別に学習した内容を中心とした問題演習を行うことによ
り、早いうちから記述問題への対応力を高め、2次試験に必
要な思考力・記述力を高めます。

映像授業 スモールゼミ

数 学英 語 数 学 国 語英 語

重政 徹哉髙松 康二 西山 航平福嶋 正雄 佐藤 洋平
Tetsuya ShigemasaKoji Takamatsu Kohei NishiyamaMasao Fukushima Yohei Sato

ena大学受験部の難関大講座を長年担当し
ている。この授業から東大・京大・一橋大・東
工大に合格した生徒はすでに９０名を超える。
大手予備校でも授業を担当しており、説明の
わかりやすさや入試問題解説には定評があ
る。毎週の確認テストを通じて生徒たちの力
を引き上げる実力派講師である。

ena大学受験部で長年英語を担当するととも
に、ena大学受験部の運営を支える実力派講
師。大手予備校講師も経験したその授業から、
東大をはじめとする難関国公私立大への合格
者を多数輩出している。入試頻出の的を射た
教材と独特の語り口で、英文法を体系的に指
導する授業は多くの生徒を魅了し続けている。

ena大学受験部の難関大合格を支える若手講
師。東大をはじめとする難関大の数学に精通
しており、自身の経験を踏まえ、どのように考
え、どのように解くかを丁寧に理解させながら
進める指導に定評がある。物理化学について
も個別フォローを行い、いつも質問や相談の
生徒に囲まれている人気講師である。

ena大学受験部英語科教科責任者を務める。
東大・一橋大ゼミから高２・１の授業までを担
当し、毎年受講者約150名が大変わかりやす
いと口をそろえる。難関大合格のための論理
的な読解メソッドから英文法の指導まで、英
語を「できる」ようにする授業で多くの生徒を
志望校合格へと導く。

最高水準高校部校長兼ena大学受験部国語科
教科責任者を務める。過去には一橋大受験者
6名中5名を合格へ導くなど、毎年ena国立大
学受験部から輩出される難関大合格者を支え
てきた。授業と添削指導により生徒の答案作
成力を高める指導は必見。受験生の合否で涙
する、ena大学受験部随一の熱い講師である。

ena 大学受験部の合格
実績を支える講師の一部
を紹介します。

最難関国立大合格を実現する
講師陣

まずは基礎をしっかり固め、英語を論理的に読
み書きできるよう指導しますので、ひたむきに
お互い高め合っていきましょう。

２次試験で75%を取れる圧倒的英語力を身に
つけます。読解・作文・リスニングと、戦略的に
得点力を高め、志望校合格を掴もう！

数学は理科や社会など様々な分野と関連して
います。だから広くて難しい、が楽しい。

「数が苦」ではなく「数楽」にしよう。

数式で正確に議論する力を身につけることを
目標に、最難関大の数学の核心である『問題文
を数式に落とし込む』部分を鍛えます。

国語力とは、体系に基づき一つずつ論理を積
み重ねる力のこと。センスではなく、当然の帰
結として合格点を取りに行きましょう。
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高 1コース 学校の先取りカリキュラムで
効率よく両立

3 両立して学習するための環境
　enaの授業は部活動や学校行事と両立しながら通うことが
できる時間帯にしてあります。また、難関大入試に関する参
考書も多く取り揃えた自習室も完備しており、平日は14時〜
21時45分まで開いています。学習していて生じた疑問はす
ぐに講師やチューターに質問できます。

1 2「先取りカリキュラム」を採用 力をつける授業サイクル
　enaでは、多くの学校の学習内容を先取
りしたカリキュラムを採用しています。高
校で新しく学ぶ内容を先取りして学習する
ことにより、日常の学習や学校の定期テス
トの対策も効率よく進めることができま
す。また、カリキュラムをはやく進めること
で高2のうちに入試問題演習に入ることが
できます。

　enaの授業の多くは、単元の重要事項の
解説⇒問題演習⇒宿題・演習⇒確認テストと
いう流れで行い、授業内で着実に力をつける
ことができます。また、年6回の学力判定テ
ストで、学力到達度の確認と最高水準クラス
内での自分の立ち位置を把握して、切磋琢
磨しながら学習を進めることができます。

講座 曜日 時間 前期内容 後期内容

英語 月 20:20～21:30
高校で学ぶ英文法のうち、文型・時制・助動詞・態・
準動詞といった主要単元を扱い、受験英語の土台を固
めます。

関係詞・比較・仮定法・接続詞・否定・代名詞を扱います。
1 年間で高校で学ぶ英文法の全単元を習得します。

数学 （高校受験クラス） 木 20:20～21:30
数と式・2 次関数・三角比・場合の数と確率といった、
共通テストで出題される数学ⅠＡの主要単元を全て学習
します。

後期から数学Ⅱの「式と証明」「三角関数」「図形と方程式」
を先取り学習します。冬期以降は中高一貫クラスと合
流します。

数学 （中高一貫クラス） 金 18:30～19:40 数学Ⅱの主要単元を分野別に学習し、理解を深めるとともに、数学ⅠＡの入試問題演習も並行して行い、既習分野
を難関大入試に必要なレベルへと引き上げます。

古文* 火 18:30～19:40 仮名遣いや用言の活用から始め、助動詞までを習得した後、敬語までを扱います。高校で学ぶ古典文法の基礎を、
1 年間で一通り学習します。

講座案内

* 国立校での授業をオンラインにてライブ配信しますので、自宅で受講していただくことができます。

2025年度 新入試について
2022年度より新教育課程がスタートし、それに伴い2025年度入試が変わります。
英語は、単元こそ大きく変更はありませんが、「主体的、対話的で深い学び」のために、よりコミュニケーションを重視した授業が展開
される予定です。また、高校卒業時の習得レベル目標が一段階上げられ、負担増が予想されます。数学では、「数学C」が新設され、以
下のような変更があります。

Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ

現行
課程

数と式
図形と計量
2 次関数
データの分析

場合の数と確率
整数の性質
図形の性質

いろいろな式
図形と方程式
指数関数・対数関数
三角関数
微分・積分の考え

ベクトル
数列
確率分布と統計的な推測

平面上の曲線と複素数平面
極限
微分法
積分法

Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

新課程

数と式
図形と計量
2 次関数
データの分析

場合の数と確率
図形の性質
数学と人間の活動

いろいろな式
図形と方程式
指数関数・対数関数
三角関数
微分・積分の考え

統計的な推測※ 2

数列
数学と社会生活

極限
微分法
積分法

ベクトル
平面上の曲線と複素数平面
数学的な表現の工夫

最高水準学判について
大学入試に精通した講師陣が、学習進度を考慮したうえで、入試問題から厳選して作成したテストを
行い、学力到達度を的確に把握します。

ena最高水準通塾者中心の、ハイレベルな母集団の中で自分の立ち位置を把握することができます。

解説講義も同日実施することで出題のポイントが正確に把握できます。また、高2の後期より記述論
述問題も出題され、添削採点されることで、２次試験における記述力・答案作成力を高めることがで
きます。

第1回     3月

第4回     8月

第2回     5月

第5回     10月

第3回     7月

第6回     12月

テスト時間    英語 50分　数学 50分

解説時間      英語 40分　数学 40分

実施時期（年6回） 実施時間

※答案返却は約1週間後になります。また時間は時期によって変更になることがあります。

また、上記学判以外に以下の指定模擬試験を実施します。

-よくある質問-
FAQ

Q 今現在、志望校が決まっているわけでは
ありませんが受け入れてもらえますか？

A 選抜テストに合格した生徒であれば受け
入れます。授業内容は最難関大学合格の
ためのものですので、その点をご理解い
ただいた上で受講をご判断ください。

Q 生徒の皆さんは、どんなエリアから
通っていますか？

A 都内全域から入学希望者が出ています。
平均通学時間は片道30分程度で、遠い
生徒で50分くらいです。

Q 選抜テストの範囲はありますか？

A テストの時期により範囲は異なりますが、
ena最高水準の選抜テストになりますので、
応用問題からの出題もあります（テストの
内容により、合格基準点は異なります）。

Q 学校の定期テスト対策は授業で
行いますか？

Q 季節講習会はありますか？Q 選抜テストの日程は決まっていますか？

A ena最高水準では定期テスト対策の授業
は行いませんが、校舎に常駐するチュー
ターに学校のテスト範囲などの質問もす
ることができます。

A 春・夏・冬に講習会を実施します。ena最
高水準では、各講習会も年間カリキュラ
ムの一部として実施しますので、原則講
習会は必修となります。

A 3月、5月、7月、8月、10月、12月、2月に行
います。日程はホームページ等でお知らせ
します。なお、試験日程の都合が悪い場合
は、別日に受験いただくことができますの
で日時をご相談ください。

Q 自習室は使えますか？

A 校舎が開いている時間（14:00～21:45）
は自習室が使えます。ただし席数には限
りがありますので、席取りなどはご遠慮く
ださい。

Q 高3時に過去問の添削をしていただくこと
はできますか？

A はい。授業を担当する教師が添削指導を
行います。現役生を合格へ導くには答案
の書き方を直接指導することが何よりも
有効になります。

Q テキストは何を使いますか？

A enaオリジナルのテキストを使い授業を
進めていきます。ただし、一部単語帳など
副教材は市販のものが含まれます。

Q 中高一貫校に通っていますが、高校受験の生徒と同じ授業を
受けることになりますか？

A 数学は進度が大きく異なりますので、高1の2学期までは一貫校用のカリキュラムで授業を受け
ていただきます。英語は最初から高校受験組と同じく東大現役合格からの逆算に基づいたena
のカリキュラムに沿って授業を受けていただきます。選抜試験の結果でクラス分けを行います。

1学期 2学期 3学期
高1 第1回全統高1模試（5月） 第3回全統高1模試（11月） 第4回全統高1模試（2月）
高2 第1回全統高2模試（5月） 第3回全統高2模試（11月） 全統高2記述模試（2月）

高3 第1回全統共通テスト模試（5月）
第1回全統記述模試（5月）

第2回全統記述模試（9月）
第3回全統共通テスト模試（10月）
第3回全統記述模試（10月）
全統プレ共通テスト模試（11月）

1 週間の学習スケジュール

月 火 水 木 金 土 日

学校

8：00

16：00
17：00
18：00

19：50

21：00

学校
部活

部活

自習自習自習

部活部活

で授業で授業で授業

enaで授業がある日は、学校帰りに自習室
を利用していました。授業前に週３日、学
校とは異なる勉強をするだけでも、かなり
の学習時間が確保できました。また、定期
テスト前にはその自習の時間をテスト勉
強にあてて、チューターさんに質問したり
もしていました。

■山﨑さんの高１時のスケジュール

山﨑 日菜美さん
（都立国立高校）

一橋大学
（社会学部）合格

※1 数学Aが「図形の性質」「場合の数と確率」「数学と人間の活動」の3構成化。現課程「整数の性質」は新課程で「数学と人間の活動」に変更され、共通テストでの出題はなし。
※2 数学Bで「統計的な推測」が必須化。
※3 数学Cが新設され、「ベクトル」「平面上の曲線と複素数平面」が数学Cに移行。共通テスト数学ⅡBCでは、この2つと数学Bの「統計的な推測」「数列」から3題選択。

※ 3

※ 3※1

※数学は、中高一貫校の先取りもできるよう一貫校専用クラスを設け、
冬期以降はクラスを合併します。
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09 10

国立大学受験部 1校舎単独実績国立大学受験部 1校舎単独実績2021年度2021年度
合格合格東大2名 合格合格京大1名
合格合格東工大1名

合格合格一橋大3名
合格合格国公立大合計38名

で合格を勝ち取った先輩たちの声
東京大学（理科一類）

僕は、高2の夏ごろから受験準備を始め、enaに入りました。数学の
授業では、解いた問題を丁寧に添削してくださり、もう少し演習した
いなと思った時は追加問題をお願いすれば快く応じてくださって非
常に力がつきました。高3の受験期になってからは、授業とは別に国
語の過去問の添削をしていただき、とても助かりました。ena はとに
かく人と人との距離が近いという良さがあるので、先生方や、チュー
ターさんなどとの距離の近さを利用しない手はないと思います。

合合
格格石田 紘大さん

（筑波大学附属高校）

Q 部活とその引退時期は？
受験と部活の両立はどのようにしましたか？

A 部活は高3の6月中旬の、関東大会まで続けました。部活がある
日に勉強ができないのは仕方がないと割り切って、空き時間や
オフの日にしっかり勉強するようにしました。

京都大学（法学部）

私は学校行事や部活が忙しい中でも、enaの授業だけは休まずに通
い続けたことが、その後の受験勉強の下地を作ってくれていたのだ
と思います。大学受験では試験日当日に合格答案を書かなければ、
それまでの努力も報われないという厳しさがあります。もっと前にこ
うしておけば良かった、と振り返ってしまいがちですが、「試験本番
に自信を持って答案が書けるよう、今まさに勉強するんだ」と自分を
励まし、乗り切ることができました。enaには第一志望校合格を支え
てくれる環境があると思います。

合合
格格高椙 鈴菜さん

（都立国立高校）

Q enaに通って良かった点は？

A ライブ授業のため、緊張感を持ち続けて授業を受けられること
です。また、私は勉強に関して個人の中で反省や計画を完結さ
せるタイプなのですが、enaの先生方は適度に声をかけてくだ
さり、のびのび勉強できたことです。

一橋大学（社会学部）

私が受験勉強を始めたころは計画がアバウトで、1週間でやるべき
ことをリストアップしてあっても、目先の目標ばかりで、この1ヶ月で
何をどこまでやるのかという見通しがあまりたっていませんでした。
勉強時間をとることと同時に、先を見据えた計画をenaの先生と相
談して立ててみるといいと思います。enaの先生は必ず親身になっ
て、相談に乗ってくれ、アドバイスするだけでなく、その後のケアま
でしっかりしてくれると思います。

合合
格格山﨑 日菜美さん

（都立国立高校）

Q 高1・2のうちにしておいてよかったこと、
しておけばよかったことは？

A 勉強の習慣をつけることです。定期テスト以外も部活のない日
や授業前はenaの自習室を使うようにしていたので高3のコロ
ナの自粛期間でもある程度は勉強できたと思います。そして、
積み重ねの要素が大きい英単語の暗記と数学の類題演習をし
ておいたことはいざ高３を迎えた時に心強かったです。

東京大学（理科一類）

enaの魅力はまず何より、教師と生徒の距離が近いところです。何
百人もの生徒を1人の教師が教えることがある大手予備校とは大違
いです。疑問に思ったことは教師にすぐ質問できるし、添削を直接教
師にお願いすることも可能です。そうすれば疑問点の解消や客観的
な評価を通じて実力アップを図ることができます。また、優秀な仲間
兼ライバルが多いのもenaの魅力です。様々な学校の生徒が通う
enaで互いに切磋琢磨し、共に成長すれば、成績の向上や第一志望
校への合格に近づくでしょう。

合合
格格濱崎 佑哉さん

（都立国立高校）

Q 思い出に残る授業やお世話になった先生は？

A 東大二次試験本番の古文が、enaの特訓授業で扱った文章でし
た。出題も酷似しており、覚えていた僕は自分で言うのもなんで
すが、いい解答が書けたと思います。

京都大学（総合人間学部）

僕はenaでは授業や講習も利用させてもらいましたが、一番良かっ
たのは自習室をフル活用できたことです。自宅よりも勉強に集中しや
すく、放課後や週末にはよく利用させてもらいました。スペースも
広々とあり、思う存分自分の勉強に集中できたと思います。また、先
生方による過去問の添削もありがたかったです。学校の先生に見て
もらうことも考えましたが、学校は家から少し遠かったため、特に1
月・2月の高校の授業がない時期には解いた過去問をすぐに採点し
てもらえたのはとてもありがたかったです。

合合
格格菊間 岳拓さん

（都立西高校）

Q 部活とその引退時期は？
受験と部活の両立はどのようにしましたか？

A 高3の夏休みまで部活をやっていましたが、自分は水泳部だっ
たため、冬の活動はだいぶ少なく、その時間を勉強に充ててい
ました。夏休みは部活と勉強のメリハリをつけることを重視しま
した。

東京工業大学（生命理工学院）

質問がしやすい環境であることと、ライブの授業を受けられることが
理由でenaに入塾しました。私は受験勉強を通して、計画的に勉強
すること、勉強を楽しむことの二つを意識していましたが、その二つ
ともを支えてくれる環境がenaにはあります。面白くためになる授業
をしてくださる先生や、あれこれ相談に乗ってくださるチューターさ
んにとてもお世話になりました。後輩の皆さんもenaの先生や、
チューターさんをうまく活用して頑張ってください。

合合
格格松本 淳弥さん

（都立武蔵高校）

Q 思い出に残る授業やお世話になった先生は？

A 数学の授業です。難しい問題が多かったのですが、解法のみで
はなく問題の背景や別解まで多くのことを学ぶことができまし
た。また、週1回の東大・東工大ゼミで時間を意識した演習がで
きたことも良かったです。

東京大学（理科二類）

enaは先生と生徒の距離が近く、良質なケアをしてもらえたところが
良かったです。どの授業も質が高く、扱う問題が選び抜かれた良問
であり、添削指導も非常に丁寧でした。生徒が全員現役で、授業が比
較的少人数であったのも、受験で戦うライバルの姿を意識できた点
でも、同時に尊敬しあえる良い仲間がたくさんできた点でも良かった
です。私が合格できたのは、enaの先生方のサポートと、周りの仲
間、そして支えてくれた両親のおかげです。

合合
格格熊木 順生さん

（都立武蔵高校）

Q 志望校を決めた時期とその決め手は？

A 高2の夏です。それまではぼんやりと憧れていて何となく行って
みたい大学だと感じていました。オープンキャンパスで実際の
大学の様子を見学して、自分の学びたいことはまさにここにあ
ると思い、具体的な目標になりました。

一橋大学（経済学部）

僕は中学生の頃からenaに通い、ある程度勉強していたこともあっ
て、受験に対する危機感や焦りはあまり感じていませんでした。それ
でも高3の東大・一橋大英語・数学ゼミの授業を初めて受けた時は志
望校との差を痛感しました。英語も数学も本当にレベルが高い問題
が多く、自分にとって問題の難しさの基準が上がりました。結果、自
信を持って模試や過去問に取り組めるようになりました。

合合
格格岩田 大煕さん

（桐朋高校）

Q 苦手科目やスランプの克服法は？

A 基礎を固め、何が苦手なのかを理解することです。思ったように
点数が伸びない時、出来なかった難しい問題に目が行きがちで
すが、案外簡単な問題を取りこぼしてる場合が多々ありました。
自分の場合、ある程度時間をかけて基礎を見直すことでスラン
プを克服しました。

浜松医科大学（医学部）

enaの最大の魅力は先生方との距離の近さだと思います。文理選択の
相談から、センター後の最終的な受験校決定に至るまで何度も面談を
していただきました。私は理数系の科目に不安があったため、センター
直前期に英語や国語の対策にほとんど時間を割くことが出来ませんで
した。それでも目標点数を取り切れたのは、英文法や古文・漢文の基礎
や英文法を1・2年のうちにenaの授業で固めることが出来たからだと
思います。自習室も集中できる環境が整っているため、1・2年は授業前
やテスト前に、3年になってからは毎日のように活用していました。

合合
格格廣瀬 晶乃さん

（都立国立高校）

Q 高1・2のうちにしておいてよかったこと、
しておけばよかったことは？

A 1・2年次は定期テストのための勉強が中心でしたが、各テスト
とも毎回しっかり対策をしていました。学校やenaの授業に集
中することは2次試験での使用の有無にかかわらず、どの教科
においても共通して大切なことだと思います。

入塾の流れは以下の通りとなります
1

2

入学申込書のご提出
　入学申込書の太枠欄に必要事項をご記入ください。また、生徒台帳にも必要事項のご記入をお願いします。
　enaのHPのトップページからもお手続きいただくことができます。

校納金のご納入

　『２ヶ月分の授業料』『２ヶ月分の運営費』をena指定の銀行口座にて
ご納入ください。お手数ですが振込手数料は保護者様にてご負担くだ
さい。初回校納金のご納入をいただきまして初めて授業への出席がで
きます。校舎窓口で現金・小切手・クレジットカード等をお取り扱いする
ことはできませんのでご了承ください。

　入学手続き時以降の授業料は、口座振替またはクレジットカード決
済にてご納入いただきます。

・ 口座振替のお手続きについて
   口座振替のお手続きは、預金口座振替依頼書のご提出またはインターネットからのお手続きが可能です。「預金口座振替依頼書」でお手続きの場合には校舎窓口
でご記入･ご捺印いただくため、通帳（またはキャッシュカード）とお届けのご印鑑をご用意ください。口座振替は〔都市銀行･信託銀行･地方銀行･信用金庫･労働金
庫･農協･ゆうちょ〕の本･支店が利用できます。

・ クレジットカード決済について
   インターネットからのお手続きが可能です。

お振込みについて

振込先口座
みずほ銀行（0001） ユリノキ支店（654） 普通 5954034

株式会社学究社　代表執行役　河端真一

・大変恐れ入りますが振込手数料はご負担ください。

・振込時に発行される振込明細書は大切に保管してください。

・振込人名義は生徒番号（8ケタ）と生徒氏名を入力してください。
例　20001234　エナタロウ ※初回申込の場合、生徒氏名のみを入力してください。

①初回校納金について

②以降の校納金について

2022年度 ena最高水準 吉祥寺高校部
入塾のご案内

各学期の模試の偏差値（３教科総合）で次学期の特待を決定します。

ena指定の模試で偏差値70以上＊

授業料全額免除A特待
ena指定の模試で偏差値65以上＊

授業料半額免除B特待

カ）　ガッキュウシャ　ダイヒョウシッコウヤク　カワバタシンイチ

①2022年度の授業は、春期・夏期・冬期の各講習会を含んで、3月より翌年2月までとなります。
②国民の祝日で当校が指定した日については休校となります。また、補講を実施する場合、授業日時を変更する場合があります。年間スケジュールをご確認ください。
③自然災害（大雨・台風・地震等）による休講、授業中断につきましては振替授業を実施しません。また、感染症等の広がりにより授業形態や授業時間等が変更となる場合があります。
④コースや講座変更、休学、退学等の学籍変更届は「変更等届出期限＊」までにご提出ください。なお、学籍変更は事前に担当講師と必ずご相談ください。
⑤春期・夏期・冬期の各講習会は直前の本科在籍状況を基にご提案いたします。内容・料金は各講習会の要項をご参照ください。登録変更は「変更等届出期限＊」までにお知らせください。
⑥ご住所、電話番号等に変更が生じた場合は、校舎窓口までご連絡ください。
⑦授業料・講習料・特訓や合宿、模擬試験等のお支払いは、「口座振替日程＊」に沿って行います。振替日前日までに口座へご用意願います。振替不能の場合はena指定の銀行口座へ振込にてお支払ください（振込
手数料は保護者様ご負担となります）。校舎窓口では現金をお預かりすることはいたしません。
　なお、金融機関の統廃合などから、支店名や口座番号等に変更がありましたら校舎窓口までご連絡ください。
⑧授業料は前月末日までにご納入ください。事前の連絡なく、期日までに納入が無い場合、出席停止とさせていただきます。
⑨本科登録書提出後から新年度授業開始前までに書面にて解約のお申し出があった場合で2022年度本科の納入金がすでにある場合は、納入金より返金事務手数料550円を除いて返還いたします。
⑩本科授業開始後に中途解約のお申し出があった場合は、経過月分を除いた金額から返金事務手数料550円を差し引いた金額に残金があるときはこれを返還いたします。

以上、各点につきましてあらかじめご承諾賜りますようお願い申し上げます。

〔受講に関する諸規定〕

＊5月実施の模試結果で9～12月、11月実施の模試結果で1～2月、2月実施の模試結果で4～7月の特待を決定します。高3生の本年度の適用は4～12月で、記述模試の結果を採用します。
＊高３は４教科（英語・数学・国語に加えて文系は社会、理系は理科）、高２・高１は３教科（英語・数学・国語）の総合偏差値となります。
＊この制度は本科授業料のみ適用で月額運営費及び各講習料は対象外です。
＊ena指定の模試は河合塾主催全統模試などになります。詳しくは校舎までお問い合わせください。
＊本制度については予告なく変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

＊「変更等届出期限」、「口座振替日程」については別紙にてお知らせいたします。

学年 高 2 高 1
コース・講座数 オールフリーパス 2 講座 1 講座 オールフリーパス 1 講座

授業料 26,800 円
（29,480 円）

18,800 円
（20,680 円）

10,000 円
（11,000 円）

14,800 円
（16,280 円）

8,000 円
（8,800 円）

運営費 2,000 円
（2,200 円）

2,000 円
（2,200 円）

2,000 円
（2,200 円）

2,000 円
（2,200 円）

2,000 円
（2,200 円）

学年 高 3
コース・講座数 オールフリーパス 3 教科フリーパス 4 講座 3 講座 2 講座 1 講座

授業料 54,800 円
（60,280 円）

46,800 円
（51,480 円）

38,800 円
（42,680 円）

29,800 円
（32,780 円）

19,800 円
（21,780 円）

10,000 円
（11,000 円）

運営費 6,000 円
（6,600 円）

6,000 円 
（6,600 円）

6,000 円 
（6,600 円）

5,000 円 
（5,500 円）

4,000 円
（4,400 円） 

2,000 円
（2,200 円）

※授業料・運営費は受講講座の合計数に基づき決定します。 ※高 3 理科・社会の講座は 2 講座扱いになります。 ※料金は税抜表示です。（ ）内は税込金額です。

授業料一覧

特待生制度 模試成績による授業料免除（全額・半額）の特待制度があります。
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